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Ⅰ. はじめに

　近年，大雪山国立公園では過剰利用の結果と
みられる自然の質悪化の事例が多数報告されてお
り（朴・浅川, �993; 小林, �998など），登山道侵
食はその主要なものである（小野ほか, �990; 渡
辺・深澤, �998; Yoda and Watanabe, 2000など）。
登山道侵食への対応としては，これまで一般に，
侵食を受けた登山道に土留め工を施すなどの処置
が執られてきた（たとえば黒岳石室周辺）。近年
の登山道整備には河川への近自然工法を援用する
（福留, 2007）など技術的進歩がみられ一定の成
果を上げているものの，侵食が起こってから対応
するという対症療法的な性格が強い（渡辺, 2003, 
2008）。長期的な国立公園管理の観点からはより
抜本的な対策が要求される。たとえば，侵食を受
けにくい登山道を設定し直すなどはその一例であ
る（Garland, �990）。

　登山道の侵食量を促進する要因としては，残
雪からの融雪水供給・表面地質・植物被覆などが
挙げられる（沖, 200�）。表面地質については地
質図が，植物被覆については植生図が，それぞれ
存在し活用できるが，残雪からの融雪水供給を推
測するための資料はごく狭い範囲のものを除くと
ほとんどない（黒岳石室周辺におけるYoda and 
Watanabe, 2000や赤岳第三雪渓における小林, 
�998など）。残雪分布は季節に応じて刻一刻と変
化していくため大規模な把握が難しいことが理由
の一つである。
　利用者管理の観点からも残雪分布とその推移
を把握することは有効である。残雪から融雪水
を供給されぬかるんだ状態の登山道を部分的・
一時的に閉鎖することで，侵食に繋がる大きな
インパクト（Hammitt and Cole, �998; Yoda and 
Watanabe, 2000）を防ぐことができるからであ
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る。
　多雪高山地域において残雪分布の推移と登山
道管理の関係を議論した研究には，Yoda and 
Watanabe（2000）および沖（200�）があるが，
これらの研究では黒岳石室南方のきわめて限られ
た範囲が扱われているだけであり，より広域での
国立公園管理に適用できる研究はこれまで行われ
てこなかった。そこで本研究では空撮写真を利用
することで，利用者が多い表大雪山域において，
残雪分布の推移を明らかにし，山岳国立公園の登
山道利用の管理のための議論を行いたい。

Ⅱ. 調査地域

　大雪山国立公園は北海道中央部に位置する日本
最大の国立公園である（図１）。表大雪と呼ばれ
る国立公園北部地域は，北海道最高峰の旭岳をは
じめとした2,000 m級の山々を有し，夏山登山を
目的とする利用者が多く訪れる。中でも層雲峡温
泉と旭岳温泉は，近郊の都市からの交通の便が良
く，宿泊施設を備えまたロープウェイ施設を有す
ることなどから，登山の起終点として利用されて
いる（庄子・八巻, 2004）。
　１年のほとんどの期間を雪に覆われるため，一
般的な登山シーズンは６月下旬～９月の約３ヵ月
間と短い。高山植物が見頃となる７月と紅葉盛期
の９月中～下旬は，特に登山者が集中する時期で
ある（土榮, 2004）。

Ⅲ. 調査方法

　残雪分布図の作成にはセスナ機から撮影した斜
め空撮写真を用いた。２週間間隔を目安として撮
影日を設定し，実際の撮影は前後の好天日，2003
年６月９日・６月22日・７月８日・７月23日に
行った。写真は斜め方向から撮影されたため，異
なる角度から撮影された同じ区域の写真を複数用

見の池から旭岳山頂への登山道や，お鉢平周辺の
西から南側の登山道には，６月９日の時点で，す
でにほとんど雪がない。それに対して，姿見の池
から裾合平，黒岳周辺，旭岳の東側斜面などの登
山道沿いには残雪が広く分布していて，遅くまで
雪が残っている。
　次に，消雪過程を示す一例として，黒岳と裾合
平について議論する。本論文で扱う「黒岳」は黒
岳七合目から山頂までの区間を示し，「裾合平」
は姿見の池から裾合平分岐までの区間を示す。両
区間は，いずれもリフト駅あるいはロープウェイ
駅を始点としており，登山道利用者が多い区間を
代表している（小野ほか, �994）。
　黒岳および裾合平の登山道における残雪に覆わ
れている部分の割合を表１に示した。黒岳におい
ては，６月９日の段階で，黒岳７合目から山頂ま
での登山道は半分以上が残雪に覆われている（図
２a）。６月22日になると登山道上にはほとんど雪
がなくなり（図２b），残雪に覆われた登山道部
分の割合は�0.6％となる（表１）。７月８日にな
ると雪は完全になくなる（図２c）。
　一方，裾合平においては，６月９日には登山
道の67.4％が雪に覆われていたが（表１，図２
a），６月22日までに融雪が進み（図２b），残雪

図１　調査地域位置図（網掛け部は図化範囲）

表１　黒岳および裾合平における登山道の残雪被覆割合（2003年）
調査日 黒岳 裾合平

黒岳７合目～黒岳山頂 姿見の池駅～裾合平分岐
６月９日 53.9% 67.4%
６月22日 �0.6% 35.9%
７月８日 0.0% 20.�%
７月23日 0.0% 8.2%

いて比較を行い，２万５千分の１地形図
を４倍に拡大複写した用紙に残雪域を記
入した。図化対象としたのは，登山道を
中心として左右それぞれ約250 m幅まで
の区域である（図１）。

Ⅳ. 結果

　残雪分布の推移を図２a-dに示す。姿
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図２　表大雪山域における残雪分布の推移（2003年）

部の割合は35.9％となった（表１）。特
に登山道の姿見の池よりの区間は雪に覆
われる部分が少なくなっているが，裾合
平分岐よりの区間はまだ残雪が多い。７
月８日には，姿見の池よりの区間ではほ
とんど登山道上に雪が見られなくなる。
裾合平分岐よりの区間では大きな谷沿い
を中心に雪が見られ，登山道上にも多く
残る（図２c）。残雪部の割合は20.�％と
なる（表１）。７月23日には，雪は全般
に少なくなり，大きな谷沿いに幾筋か残
るだけになる（図２d）。このように，
表大雪山域の中でも，登山道を覆う残雪
の状況は，場所によって大きく異なって
いる。

Ⅴ. 考察

　最初に，調査を行った2003年の積雪と
平年の積雪とを比較しておきたい。渡辺
ほか（2004）は，黒岳七合目でりんゆう
観光が�992年～2003年に測定した積雪深
データをまとめている。この図から，
2003年１月はちょうど平均的な積雪深で
あったが，４月以降はこの�2年間の中で
は少雪であったことがわかる。
　残雪からの融雪水の供給が登山道侵食
に対して特に重要となるのは，雪解け水
でぬかるんだ登山道を登山者が利用する
場合である。融雪水の供給と登山利用が
重なる時季について考えてみる。
　黒岳七合目から山頂では，６月後半
には登山道上にはほとんど雪がなくな
り，７月８日になると雪は完全になく
なる（図２b，c）。登山道利用が盛んに
なる７月以降に積雪に覆われた登山道は
平年でも少ない。したがって，この区間
では登山道利用者が土壌侵食に与える影
響は，融雪水発生時期との関連の点にお
いては大きくはないと考えられる。ただ
し，土壌侵食への融雪水の影響の大小に
ついては，調査年の春以降が少雪であっ
たことを考慮する必要がある。渡辺・深
澤（�998）は，黒岳七合目から山頂まで
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の土壌侵食量・速度を見積もっており，融雪水の
影響を重視している。このことは，春から夏にか
けての残雪の大小がこの区間の土壌侵食に大きく
関与し得ることを示しているのであろう。
　裾合平では，７月８日の段階で残雪に覆われる
登山道は全体の約20％であり，主として大きな谷
沿いに雪が残るだけとなる。裾合平に向かう登山
道は，基本的に等高線と平行に伸びているため，
谷沿いに残る雪渓を横切る形となる。雪渓と登山
道が接する部分は少なく，融雪水の影響も受けに
くい。７月８日時点で，このパターンで残る雪渓
は登山道上の残雪の約54％を占める。しかし，裾
合平分岐の南方では登山道が傾斜方向に通ってい
る（図３；標高�,690 mの裾合平から�,735 mまで
の区間）。この区間の大部分はちょうど谷地形に
なっており，登山道に沿って遅くまで雪が残る。
残雪が少なくなった７月23日の段階でもまだ雪が
残っており（図３），こういった地点では，登山
者が多い時期にも登山道上を融雪水が流れると推

図３　 裾合平の残雪分布（2003年）と提案される付
け替え登山道の位置（太い実線の区間）

測される。この周辺の登山道が，降水の有無にか
かわらず常にぬかるんでいることは，現地での観
察によって確認している。さらに，調査年の夏が
少雪であったことも考慮すると，この周辺の登山
道のぬかるみが毎年生じることは容易に推察でき
る。
　裾合平における高山植物の見頃季は７月であり
（土榮, 2004），公園利用者の主目的も高山植物
の観察である（渡辺・古畑, �998）ため，ぬかる
んだ状態の登山道を集中利用することとなる。実
際，裾合平分岐南方の登山道では侵食が進んでい
る様子を見ることができる（渡辺ほか, 2004）。
以上の事実から７月に裾合平を集中的に利用する
ことは，登山道管理の観点からは望ましくなく，
なんらかの対策が必要であるといえる。
　利用者管理の観点からは，まず利用時期の分
散が考えられる。７月に登山利用が集中するのは
主に高山植物の見頃期にあたるためであるが，８
月上旬以降にも観察できる高山植物は多く（土
榮, 2004），その時期に誘導することは可能であ
ると思われる。ただし，利用時期を分散させた場
合，一般に観察の対象となっていない植物が多く
なると予想される。その場合にはセルフガイドの
充実や，ボランティアや登山ガイドを積極的に利
用し，解説を提供することが必要となる。登山行
程の短縮という対策も考えられる。登山道上に雪
が残りやすく侵食に弱いのは，姿見の池方向から
歩いた場合，裾合平分岐の直前である。裾合平
分岐まで行かずにその手前で引き返すようにすれ
ば，雪の影響の少ない登山道部分だけを利用でき
る。
　登山道の付け替えを考える場合，残雪からの融
雪水が流れ込まないよう，等高線に沿うように，
かつより高い標高に残雪がない箇所に設定するべ
きである（たとえば，図３に示した太い実線ルー
ト）。実際には，植生図・地質図も併せて詳細に
検討する必要がある。
　今後ほかの区域でも同様の考察を行う必要があ
るが，より実効性を高めるためには，�）積雪量・
融雪の早さなどは年によって大きな変動がある
ため，長期に渡るモニタリングで極値・平年値を
把握しなくてはならない。2）全体図を空撮で把握
したのち，細かいところは現地で測量するなど，
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登山道周辺についてのより精細な情報が必要であ
る。

Ⅵ. 結論

　本研究では，これまで広範囲な把握がなされ
ていなかった残雪分布に関し，表大雪山域の登山
道周辺における推移を明らかにした。その結果，
登山道を覆う残雪の状況は場所によって大きく異
なっていた。
　残雪分布図を登山道利用の管理について活用す
ると，黒岳（七合目から山頂）においては登山道
利用が盛んになる時季にはすでに残雪がなくなっ
ているため，融雪水による登山道侵食促進は裾合
平と比べると大きな問題にならない。一方，裾合
平（姿見の池から裾合平分岐）においては，高山
植物の見頃季であり登山道利用が盛んである７月
に，残雪から供給される融雪水で登山道がぬかる
むこととなり，なんらかの対策が必要であるとい
える。
　対策として考えられるのは，�）残雪が消える時
季への利用分散，2）残雪からの融雪水供給の影響
のない部分への利用行程の短縮，3）残雪からの融
雪水が流れ込まないような登山道への付け替え，
などが挙げられる。これらの対策の実効性を高め
るためには，長期にわたる詳細な残雪分布図が必
要となる。
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